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３
月
７
日
、
晴
れ
て
卒
業

式
を
終
え
ら
れ
た
皆
さ
ま

に
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

そ
し
て
同
窓
会
は
皆
さ
ま

の
入
会
を
心
か
ら
歓
迎
い
た

し
ま
す
。

　

男
性
１
１
１
名
、
女

性
１
２
６
名
、
合
わ
せ
て

２
３
７
名
を
送
る
卒
業
式

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
も
ろ
に
受
け
た
中
で

規
模
を
縮
小
し
て
卒
業
生
、

保
護
者
、
先
生
の
み
が
参
加

し
て
お
ご
そ
か
に
速
や
か
に

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

例
年
に
比
べ
ま
す
と
質
素

な
感
じ
で
し
た
が
、
出
席

さ
れ
た
方
々
に
と
り
ま
し
て

は
、
卒
業
式
を
挙
行
で
き

た
喜
び
と
安
堵
感
、
緊
張

感
と
が
入
り
混
じ
っ
て
、
心

に
残
る
記
念
す
べ
き
日
に
な

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

卒
業
式
の
挙
行
に
ご
尽
力

さ
れ
た
教
職
員
、
関
係
者
の

皆
さ
ま
に
心
か
ら
敬
意
を
表

し
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

同
窓
会
か
ら
は
卒
業
生

全
員
に
同
窓
会
名
を
刻
ん
だ

真
空
断
熱
ス
テ
ン
レ
ス
ボ
ト
ル

「
コ
コ
カ
フ
ェ
」
を
卒
業
記
念

品
と
し
て
贈
り
ま
し
た
。

　

例
年
で
す
と
卒
業
式
の

前
日
に
同
窓
会
の
ク
ラ
ス
委

員
に
選
ば
れ
た
12
名
の
方
々

と
昼
食
を
交
え
て
懇
談
し
、

同
窓
会
活
動
へ
の
協
力
を
お

願
い
す
る
の
で
す
が
、
残
念

な
が
ら
事
務
局
よ
り
資
料

を
お
渡
し
す
る
だ
け
に
と
ど

ま
り
ま
し
た
。

第
23
回
総
会
開
催
を
断
念
！

　

２
０
２
０
年
６
月
20
日
に

予
定
し
て
お
り
ま
し
た
第
23

回
総
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
を
受
け
て
誠

に
残
念
で
す
が
開
催
は
断
念

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
判
断
い

た
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
２
０
１
９
年

度
の
事
業
・
会
計
報
告
、

２
０
２
０
年
度
の
会
計
・
事

業
案
の
審
議
に
加
え
て
、
役

員
人
事
、
会
則
の
修
正
、

女
性
会
員
の
参
画
、
奨
学

金
制
度
の
設
立
な
ど
の
提
案

を
行
う
予
定
で
し
た
。

　

総
会
中
止
の
対
応
に
つ
き

ま
し
て
は
、
総
会
資
料
を
全

会
員
に
お
送
り
し
て
審
議
を

い
た
だ
く
、
開
催
延
期
な
ど

代
替
案
を
種
々
検
討
い
た
し

ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
会

報
を
通
し
て
会
員
各
位
に
ご

審
議
い
た
だ
く
方
法
を
選
ば

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

緊
急
事
態
宣
言
が
解
除

さ
れ
た
と
は
い
え
、
第
二
波

の
可
能
性
も
含
め
て
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
は
当
面
続

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ど
う
か
、
状
況
を
ご
理
解

い
た
だ
き
ま
し
て
、
議
案
の
ご

審
査
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
気
持
ち
で
！

　

昨
年
一
月
岩
村
前
会
長
か

ら
同
窓
会
を
引
き
継
い
で
早

く
も
一
年
半
余
り
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、
役
員
に
は
新
た

な
人
材
が
加
わ
り
総
勢
13
名

と
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

同
窓
会
が
卒
業
生
の
皆

さ
ま
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
、

ま
た
母
校
へ
の
支
援
活
動
を

継
続
し
て
行
え
る
組
織
と
し

て
、
名
実
と
も
に
存
在
感

を
発
揮
す
る
た
め
に
は
多
く

の
改
革
が
必
要
な
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
自
由
な
発

想
の
も
と
、
す
る
べ
き
こ
と
、

有
る
べ
き
姿
、
方
向
性
、
な

ど
な
ど
を
検
討
し
つ
つ
問
題

提
起
や
意
見
の
集
約
を
し
な

が
ら
行
動
す
る
組
織
体
制

の
整
備
に
向
け
て
邁
進
し
て

ゆ
く
つ
も
り
で
す
。

　

こ
の
度
、
提
案
い
た
し
ま

し
た
奨
学
金
制
度
や
わ
か
り

や
す
い
会
則
へ
の
改
正
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
な

ど
は
そ
の一
例
と
い
え
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し

た
流
れ
は
、
役
員
だ
け
で

創
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
会
員
各
位
の
ご
協
力
が

是
非
と
も
必
要
で
す
。

　

ど
う
か
、
同
窓
会
の
発
展

に
向
け
て
会
員
各
位
の
ご
指

導
、
ご
協
力
、
ご
叱
正
を
い

た
だ
き
た
く
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

田
淵
幸
一
氏
野
球
殿
堂
入
り

17
期
（
１
９
６
５
年
卒
）

　

誇
ら
し
く
、
嬉
し
い
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。

　

法
政
一
高
か
ら
法
政
大

学
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
、
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
へ
と
野
球
界

で
大
活
躍
さ
れ
た
田
淵
幸
一

氏
の
野
球
殿
堂
入
り
が
１
月

14
日
、
野
球
殿
堂
博
物
館

か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

詳
し
く
は
野
球
部
で
一

年
先
輩
の
小
林
國
甫
氏
が

寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
の
で

是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

法
政
大
学
校
友
会
へ
の

意
見
反
映
を

　

法
政
大
学
校
友
会
の
パ
ー

ト
ナ
ー
組
織
と
し
て
今
年
度

か
ら
付
属
同
窓
会
の
理
事
に

高
村
嘉
昭(

会
長)

と
代

表
議
員
に
大
貫
光
伸(

広

報
委
員
長)

を
選
出
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

付
属
校
を
代
表
し
て
校

友
会
の
活
動
を
通
し
て
こ
れ

ま
で
以
上
に
意
見
を
反
映
さ

せ
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

会員各位

法政大学高等学校同窓会　2019 年度誌上総会のご案内
法政大学高等学校同窓会

会長　高村嘉昭
副会長・総会実行委員長

岡本眞司

　2020 年 6 月 20 日（土）に法政大学内で開催を予定しておりました総会は、
新型コロナウイルス感染症の状況下において会員の皆様の安全と健康を担保す
ることが困難と考え熟慮の結果、中止することにいたしました。
　つきましては、2019 年度の総会議案を同窓会報に掲載して会員にお届けし、
ご審議をいただく形式とした次第です。
　誠に恐縮ですが、同封ハガキにてのご承認となりますので、議案をご確認い
ただきましてご意見も併せてご記入のうえ、9月 5日（土）までに同窓会事務局
にお送りくださいますようお願いいたします。
　なお、ご意見、ご提案につきましては後日ホームページ上で回答する予定です。
　このような形での総会は誠に残念ですが、一日も早いコロナウイルスの終息
を願うとともに、会員の皆様のご健康とご活躍を祈念いたします。
　今後も変わらぬご指導ご支援をお願い申し上げます。

【総会議事】
議案 1.　2019 年度事業報告の件

議案 2.　2019 年度決算報告の件

議案 3.　2019 年度会計監査報告の件

議案 4.　2020 年度事業計画案の件

議案 5.　2020 年度予算案の件

議案 6.　同窓会規約・細則、同窓会憲章改正の件

議案 7.　奨学金制度設立の件

議案 8.　役員改選の件

以上

p2

p3

p2

p2

p3

p4

p4

p4

２
３
７
名
の
入
会
を
歓
迎
！

２
３
７
名
の
入
会
を
歓
迎
！

同
窓
会
会
長
　
高
村
嘉
昭
（
高
校

同
窓
会
会
長
　
高
村
嘉
昭
（
高
校
1818
期
卒
）

期
卒
）



議
案
１

議
案
４

議
案
３

２
０
１
９
年
度

　

事
業
報
告
の
件

２
０
２
０
年
度

　

事
業
計
画
案
の
件

２
０
１
９
年
度

　

会
計
監
査
報
告
の
件

法政大学高等学校同窓会
会員各位

監査報告書

　2019 年度（2019 年 4 月 1 日～ 2020 年 3
月 31 日）、同窓会収支決算書の会計監査を
2020 年 6 月 8 日に実施した。会計監査の
結果、業務の執行および決算書類、会計処
理は適正に実施されており、収支決算書は
適正であることを認めます。

2020 年 6 月 8 日　　　　　　　　　

会計監査　　泉　　智雄　　

会計監査　　今泉　直樹　　

４
月
６
日
（
土
）　

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
入
学
式　

役
員
出
席

（
中
学
：
午
前
10
時　

高
校
：
午
後
1
時
）

　
　

20
日
（
土
）　

第
１
回
役
員
会

　
　

21
日
（
日
）　

法
政
大
学
女
子
・
国
際
高
等
学
校
同
窓
会

創
設
50
周
年
を
祝
う
会　

役
員
出
席

５
月
11
日
（
土
）　

法
政
中
高
ク
ラ
ブ
コ
ー
チ
懇
談
会　

会
長
出
席

　
　

25
日
（
土
）　

２
０
１
９
年
度
法
政
プ
ラ
タ
ナ
ス
会
総
会　

出
席

６
月
８
日
（
土
）　

第
２
回
役
員
会

　
　

24
日
（
月
）　

法
政
大
学
校
友
会
代
表
議
員
会
議　

会
長
出
席

　
　

29
日
（
土
）　

令
和
元
年
度
法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会

ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
委
員
総
会

７
月
20
日
（
土
）　

第
３
回
役
員
会

　
　

21
日
（
日
）　

第
１
回
ラ
グ
ビ
ー
祭
（
法
政
中
高
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

８
月
３
日
（
土
）　

校
友
会
納
涼
会
（
上
野
精
養
軒
）
役
員
出
席

　
　

４
日
（
日
）　

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
O
B
会
総
会　

　
　
　
　
　
　
　

  

会
長
、
岡
本
副
会
長　

出
席

９
月
18
日
（
水
）　

同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
（
鳩
山
C
C
）

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
鈴
掛
祭　

役
員
見
学

10
月
20
日
（
土
）　

第
４
回
役
員
会　
　
　
　
　

11
月
24
日
（
日
）　

第
28
回
三
鷹
市
民
駅
伝
大
会　

応
援

　
　

30
日
（
土
）　

第
22
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー

１
月
18
日
（
土
）　

新
年
役
員
顔
合
わ
せ
会

　
　

25
日
（
土
）　

校
友
会
三
鷹
支
部
新
年
会　

役
員
出
席

　
　

26
日
（
日
）　

法
政
大
学
校
友
会
オ
ー
ル
法
政
新
年
を
祝
う
会　

　
　
　
　
　
　
　

役
員
出
席

２
月
８
日
（
土
）　

第
５
回
役
員
会

　
　

22
日
（
土
）　

第
35
回
法
政
大
学
付
属
校
同
窓
会
役
員
懇
親
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
横
浜
・
崎
陽
軒
本
店
）

法
政
大
学
経
営
者
懇
談
会
新
年
賀
詞
交
歓
会　

会
長
出
席

３
月
７
日
（
土
）　

第
６
回
役
員
会

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴
い
、
中
止
・
縮
小
に
な
っ
た
行
事
】

３
月
６
日
（
金
）　

同
窓
会
新
卒
ク
ラ
ス
委
員
説
明
会

　
　

７
日
（
土
）　

法
政
大
学
高
等
学
校
卒
業
式

　
　

14
日
（
土
）　

法
政
大
学
中
学
校
卒
業
式

　
　

23
日
（
月
）　

法
政
大
学
体
育
会
卒
業
生
を
祝
う
会

　
　

21
日
（
土
）

　

～
22
日
（
日
）

2019 年2020 年中止・縮小

ク
ラ
ス
委
員
、
ク
ラ
ブ
委
員
の
責
任
の
明
確
化

会
員
の
顕
在
化

年
会
費
納
入
会
員
の
増
強
と
財
政
の
安
定
化

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

同
窓
会
規
約
お
よ
び
細
則
の
見
直
し

同
窓
会
憲
章
の
見
直
し

奨
学
金
制
度
の
設
立

女
子
部
会
設
立
の
検
討

学
校
行
事
と
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
応
援

法
政
大
学
校
友
会
並
び
に
付
属
高
同
窓
会
と
の
協
力
体
制
の
強
化

P
T
A
と
の
協
力
体
制
の
強
化

第
８
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
大
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
動
向
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
行
動
す
る

以
上
を
基
本
に
、
総
務
・
財
務
・
広
報
・
組
織
拡
充
・
事
業
の
各
委
員
会
が
協
力
し
て

「
明
る
く
、
楽
し
く
、
元
気
よ
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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議
案
２

議
案
５

２
０
１
９
年
度

　

決
算
報
告
の
件

２
０
２
０
年
度

　

予
算
案
の
件

前年予算 前年実績 本年度予算
項 元年4月～2年3月 2年3月末 ２年4月～3年3月 備　　　考

繰越金 2,366,728 2,366,728 2,260,910
会　費 4,030,000 3,488,769 4,670,000
（イ） 入会金 1,596,000 1,666,000 1,659,000 新卒業生入会金　7,000円×237名
（ロ） 新入会員年会費 684,000 714,000 711,000 新卒業生年会費　3,000円×237名
（ハ） 年会費・寄付 1,400,000 1,072,769 1,400,000 既会員会費、お祝い金、寄付等
（ニ） その他会費 350,000 36,000 900,000 同窓会総会会費、新年顔合わせ会費等

雑収入 40,000 20,512 20,000 預金利息、グッズ売上
6,436,728 5,876,009 6,950,910

(経常収入) 4,070,000 3,509,281 4,690,000

前年予算 前年実績 本年度予算
項 元年4月～2年3月 2年3月末 ２年4月～3年3月 備　　　考

経常費 1,790,000 1,234,432 1,740,000
（イ） 学校協力費 500,000 356,496 500,000 学校行事、生徒部活動援助、懸垂幕、卒業記念品代
（ロ） 会議費 150,000 39,562 150,000 会議諸費用、新年顔合わせ会、新卒クラス委員説明会
（ハ） 組織活動費 400,000 256,000 400,000 ゴルフ大会等の同窓会協賛広告費、付属校行事会費、大学関連団体行事費等
（ニ） 印刷費 20,000 0 20,000 封筒印刷代
（ホ） 通信費 50,000 17,195 50,000 会議開催通知郵便代等
（へ） 人件費 540,000 510,000 510,000 事務局員手当
（ト） 事務用品費 10,000 5,255 10,000  ＰＣ等諸事務用品、ファイル、各種印刷、ラベル用紙代
（チ） 雑費 120,000 49,924 100,000 振込手数料、各ＯＢ総会お祝金、慶弔費等

事業費 2,750,000 2,380,667 3,550,000
（イ） 会報発行費 2,300,000 2,154,457 2,300,000 同窓会報発行費用・写真現像・プリント代
（ロ） ＨＰ費用 250,000 132,636 250,000 ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ費用・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料
（ハ） 総会、委員総会 200,000 93,574 1,000,000 同窓会総会費用

積立金 名簿/奨学金積立 0 0 200,000 名簿積立せず　奨学金積立
予備費 200,000 0 200,000 ＨＰ変更費用、会報発送費、同窓会総会費予備予算（１０万円）等

4,740,000 3,615,099 5,690,000
1,696,728 2,260,910 1,260,910
6,436,728 5,876,009 6,950,910

(経常支出) 4,740,000 3,615,099 5,690,000
普通預金残高　\2,260,910(三菱東京ＵＦＪ吉祥寺支店) /小口現金　\545/定期預金（積立金）　\2,002,159　（令和2年3月31日現在）

科目

計
次年度繰越金

合計

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科目

計

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

前年実績 決算額
項 31年3月末 令和2年3月末 備　　　考

繰越金 2,272,544 2,366,728
会  費 3,597,260 3,488,769
（イ） 入  会  金 1,575,000 1,666,000 ￥7,000×225名（前年）　￥7,000×238名（本年）
（ロ） 新入会員年会費 675,000 714,000 ￥3,000×225名（前年）　￥3,000×238名（本年）
（ハ） 年会費・寄付 1,208,260 1,072,769  既会員会費、寄付等
（ニ） その他会費 139,000 36,000 クラス委員総会、新年顔合わせ会

雑収入 29,112 20,512 預金利息、グッズ売上
計 5,898,916 5,876,009

(経常収入) 3,626,372 3,509,281

前年実績 決算額
項 31年3月末 令和2年3月末 備　　　考

経常費 1,275,996 1,234,432
（イ） 学校協力費 379,918 356,496  生徒部活動援助、卒業生記念品
（ロ） 会　議　費 136,368 39,562  会議諸経費、新年顔合わせ会、新卒クラス委員説明会
（ハ） 組織活動費 260,000 256,000 大学、付属校関連、付属校役員懇親会
（ニ） 印　刷　費 0 0
（ホ） 通　信　費 23,361 17,195  会議開催通知等郵便代、メール便代
（ヘ） 人　件　費 360,000 510,000  事務局員手当
（ト） 事務用品費 4,075 5,255  ファイル、各種印刷、ラベル用紙代
（チ） 雑　　　費 112,274 49,924  振込手数料、各ＯＢ総会お祝金、慶弔費等

事業費 2,256,192 2,380,667
（イ） 会報発行費 2,047,759 2,154,457  会報発行費
（ロ） ＨＰ費用 115,860 132,636  ﾚﾝﾀﾙｻｰﾊﾞｰ費用・ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ接続料､ﾄﾞﾒｲﾝ更新料
（ハ） 総会、委員総会費 92,573 93,574  クラス委員総会費
積立金 名簿作成積立金 0 0
予備費 予  備  費 0 0  

計 3,532,188 3,615,099
次年度繰越金 2,366,728 2,260,910

合　　　計 5,898,916 5,876,009
(経常支出) 3,532,188 3,615,099

普通預金残高　\2,260,910(三菱東京ＵＦＪ吉祥寺支店) /小口現金　\545/定期預金（積立金）　\2,002,159　（令和2年3月31日現在）

収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科   目

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
科   目

法政大学高等学校同窓会　2019年度収支決算書
（2019.4 .1 ～ 2020.3 .31）

法政大学高等学校同窓会　2020年度収支予算書
（2020.4 .1 ～ 2021.3 .31）
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議
案
７

議
案
８

奨
学
金
制
度
設
立
の
件

役
員
改
選
の
件

　

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会
の
寄
付
金
を
も
と
に
設
け
る
奨
学
金
制
度
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
社
会
不
安
に
よ
り
、
就
学
意
識
が
あ
り
な
が
ら
も
経
済
援
助
を
必
要
と
す
る
学
生
に
、

微
力
で
す
が
手
を
差
し
伸
べ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

原
資
は
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
発
行
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
名
簿
積
立
金
２
０
０
万
円
を
活
用
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
毎
年
20
万
円
を
奨
学
金
に
計
上
い
た
し
ま
す
。

・
対　
　

象　

高
校
在
校
生　
　

・
給
付
年
額　

20
万
円
。

・
備　
　

考

　
採
用
期
間
は
１
年
間
で
、
以
前
申
請
し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
採
用
・
不
採
用
を
問
わ
ず
毎
年
申
請
で
き
る
。

　
給
付
年
額
は
採
用
時
１
回
で
給
付
す
る
。

・
開
始
時
期　

２
０
２
１
年
４
月
以
降

役　職 氏　名 卒業期 備　考

会　　　長 髙村　嘉昭 18 　留任

副　会　長 田邉　　勉 17 〃　（総務委員長兼務）

〃 岡本　眞司 18 〃　（事業委員長兼務）

〃 大貫　光伸 32 　新任 （広報委員長兼務）

〃 吉岡　郁典 〃 〃　（財務委員長兼務）

〃 萩原　光博 37 　留任

総務　委員長 田邉　　勉 17 　留任 （副会長）

総務副委員長 佐伯　利昭 26 　新任

財務　委員長 吉岡　郁典 32 　留任 （副会長）

財務副委員長 金井　　実 35 　新任 （事業副委員長兼務）

広報　委員長 大貫　光伸 32 　留任 （副会長）

広報副委員長 佐藤　博之 33 　新任

組織拡充　委員長 福地　達哉 〃 　 〃

組織拡充副委員長 押山　憲昭 〃 　留任

事業　委員長 岡本　眞司 18 　 〃   （副会長）

事業副委員長 金井　　実 35 　 〃   （財務副委員長兼務）

会計監査 泉　　智雄 3 　 〃

〃 今泉　直樹 19 　 〃

議
案
６
同
窓
会
規
約
・
細
則
、

同
窓
会
憲
章
改
正
の
件

（
１
）
改
正
の
主
な
内
容

① 

ク
ラ
ブ
委
員
の
位
置
づ
け
を
明
確
に
し
た	

② 

会
長
の
職
務
に
総
会
、
委
員
総
会
の
議
長
と
な
る
旨
明
記
し
た

③ 

事
業
の
中
で
会
員
名
簿
の
発
行
は
削
除
し
た	

④ 

そ
の
他
、
文
章
、
番
号
の
符
号
等
の
見
直
し
を
行
っ
た	

	（
２
）
改
正
点

第
２
章/

第
３
条

（
２
）
特
別
会
員
は
「
現
旧
職
員
」
と
す
る

　
　

（
会
員
か
ら
の
推
薦
者
で
役
員
会
の
承
認
を
得
た
方
は
削
除
）　

（
３
）
名
誉
会
員
は
削
除
す
る

第
３
章/

第
４
条

１
．
本
会
に
次
の
役
員
及
び
委
員
を
お
く
。

（
１
）
名
誉
会
長　

１
名

（
２
）
会　
　
　
　

長　

１
名

（
３
）
副

会

長　

若
干
名

（
４
）
委

員

長　

各
委
員
会
に
１
名

（
５
）
副
委
員
長　

各
委
員
会
に
若
干
名

（
６
）
ク
ラ
ス
委
員
長　

卒
業
年
次
別
の
ク
ラ
ス
委
員
の
代
表
１
名

（
７
）
ク
ラ
ス
委
員　

卒
業
年
次
別
の
各
ク
ラ
ス
か
ら
１
～
２
名

（
８
）
ク
ラ
ブ
委
員　

各
ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
か
ら
若
干
名

（
９
）
会
計
監
査　

２
名

と
明
確
化
す
る
（「
学
年
委
員
」
を
「
ク
ラ
ス
委
員
長
」
に
改
正
す
る
）

第
３
章/

第
５
条

１
．
役
員
及
び
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
は
、
次
の
通
り
定
め
る
。

（
１
）
名
誉
会
長
は
法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
校
長
と
す
る
。

（
２
）
会
長
・
副
会
長
は
正
会
員
の
中
か
ら
、
役
員
、
委
員
の
推
薦
に
基
づ
き
、

　
　
　
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

（
３
）
委
員
長
は
正
会
員
の
中
か
ら
、
会
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
総
会
に
お
い
て

　
　
　
決
定
す
る
。

（
４
）
副
委
員
長
は
正
会
員
の
中
か
ら
、
会
長
の
推
薦
に
基
づ
き
、
役
員
会
に

　
　
　
お
い
て
決
定
す
る
。

（
５
）
ク
ラ
ス
委
員
長
は
ク
ラ
ス
委
員
の
互
選
に
よ
り
決
定
し
、
会
長
に
報
告

　
　

す
る
。

（
６
）
ク
ラ
ス
委
員
は
ク
ラ
ス
会
員
の
互
選
に
よ
り
決
定
し
、
会
長
に
報
告

　
　

す
る
。

同
窓
会
規
約
・
細
則
の
改
正	
１
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【 申込方法 】
《 インターネット 》

（カード・ネットバンク等）

URLもしくは QR コードよりお願いいたします。

《 専用振込用紙 》
（銀行・郵便局）

法政大学卒業生・後援会連携室募金課（下記）
もしくは法政大学高等学校同窓会事務局 

（0422-79-6233）あてにご請求ください。

※申込使途（詳細）欄には必ず下記支援先を
　ご指定ください。
　インターネット ： 「法政大学中学高等学校」
　専用振込用紙 ： 「中高」
　でお願いいたします。

　

法
政
大
学
田
中
優
子
総
長
お
よ
び
母
校
の
法
政
大
学

中
学
高
等
学
校
岡
稔
彦
校
長
は
じ
め
付
属
３
校
の
校
長

か
ら
連
名
で
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
対
策
奨
学

金
基
金
」
へ
の
協
力
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
家
計
急
変
の
ご
家
庭
へ
の
奨

学
金
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
環
境
整
備
、
さ
ら
に
消
毒

な
ど
感
染
症
対
策
の
費
用
等
に
充
て
ら
れ
ま
す
。

　

オ
ー
ル
法
政
あ
げ
て
の
支
援
策
で
す
が
、
寄
付
先
を

「
法
政
大
学
中
学
高
等
学
校
」
に
指
定
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
。

　

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
は
、
母
校
の
後
輩
た
ち
の
窮

状
を
支
援
す
る
た
め
に
、
是
非
と
も
ご
協
力
を
賜
り
た

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
寄
付
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
法
政
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
募
集
目
的
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴
う
生
徒
・

学
生
へ
の
緊
急
支
援
の
た
め
。

【
募
集
金
額
】

金
額
に
か
か
わ
ら
ず
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
募
集
期
限
】

２
０
２
０
年
９
月
30
日

【
寄
付
受
入
】

ご
寄
付
は
寄
付
金
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

後
日
、
法
政
大
学
よ
り
「
領
収
書
」
と
「
寄
付
金
控

除
に
必
要
な
書
類
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

https://
  fundexapp.jp/

hosei/entry.php

お問合せ先：基金担当部署 / 法政大学卒業生・後援会連携室募金課　TEL：03-3264-9807　E-mail : bokin@hosei.ac.jp

お
知
ら
せ

2014 年 3 月～ 2015 年 3 月 に法政大学を卒業された

法政大学高等学校同窓生の皆さまへ
「法政大学高等学校同窓会」へ所属組織の変更をお願いします
皆さまが大学卒業と同時に所属した法政大学校友会の年度同期会は５年で解散する期間限定の組織
です。該当される方は「法政大学高等学校同窓会」へ所属変更することができます。
高校時代の想い出が詰まった母校を正式な所属先として、ぜひ変更手続きをお願いいたします。

（
７
）
ク
ラ
ブ
委
員
は
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
員
の
互
選
に
よ
り
決
定
し
、
会
長

　
　

に
報
告
す
る
。

（
８
）
会
計
監
査
は
正
会
員
の
中
か
ら
、
役
員
、
委
員
の
推
薦
に
基
づ
き
、
総
会

　
　

に
お
い
て
決
定
す
る
。

第
３
章/

第
６
条

１
．
会
長
は
本
会
を
代
表
し
、
会
務
を
統
括
し
、
総
会
、
委
員
会
の
議
長
と

　
　

な
る
。

４
．
ク
ラ
ス
委
員
長
は
ク
ラ
ス
委
員
を
統
括
し
、
運
営
に
あ
た
る
。

６
．
ク
ラ
ブ
委
員
は
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
同
窓
会
と
の
連
携
を
は
か
る
。

（
改
正
部
分
の
み
）

第
４
章/

第
10
条

１
．
本
会
は
第
２
条
の
目
的
達
成
の
た
め
、
次
の
事
業
を
行
う
。

（
２
）
会
報
の
発
行

（
改
正
部
分
の
み/

会
員
名
簿
の
発
行
を
削
除
）

・
細
則
に
関
し
て

　

第
２
条
（
組
織
）

　

現
行
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
よ
り
学
年
委
員
を
削
除
し
、
ク
ラ
ス
委
員
長
・
ク
ラ
ブ

　

委
員
を
追
記
す
る
。

・
そ
の
他

　

番
号
や
段
落
分
け
は
適
切
に
記
載
す
る

　
（
第
〇
条
の
次
は
数
字
、
内
訳
記
載
時
は
括
弧
数
字
、
更
に
そ
の
内
訳
は

　
　
丸
数
字
等
）。

基
本
的
な
主
旨
、考
え
方
は
変
更
す
る
こ
と
な
く
、若
干
の
文
章
の
手
直
し
を
行
っ
た
。

【同
窓
会
憲
章
】

　

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会
は
母
校
の
伝
統
風
土
で
あ
る

「
良
き
師
、
良
き
友
、
集
い
結
べ
り
」
の
精
神
を
継
承
し
、
母

校
の
校
格
向
上
を
目
的
と
し
て
一
致
協
力
し
て
強
力
な
支
援
体

制
を
築
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
母
校
の
誇
り
、
母
校
愛
、
母
校
へ
の
貢
献
」
を
共

通
理
念
と
し
て
会
員
が
一
体
と
な
っ
た
活
力
あ
る
組
織
を
形
成
い

た
し
ま
す
。

同
窓
会
憲
章
の
改
正	

２

法政大学校友会
年度同期会所属

法政大学
高等学校同窓会

【 現 在 】

所属変更

【 今 後 】

変更を希望される方は、下記へご連絡ください。
・法政高校同窓会：0422-79-6233
　hoseimemor y@ebony.plala.or. jp
・法政大学校友会：03-3264-1831 
　j imuk yoku@hoseinet . jp

所
属
組
織
変
更
の
ご
案
内

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
緊
急
対
策
奨
学
基
金
」

ご
支
援
の
お
願
い
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〈
退
職
さ
れ
た
先
生
の
お
話
〉

若
橋
保
男
先
生
（
体
育
科
）

　

現
役
時
代
と
変
わ
ら
ぬ

若
さ
に
あ
ふ
れ
、
現
在
も

ゴ
ル
フ
の
心
理
学
に
つ
い

て
、
座
学
の
講
座
を
年
16

回
ほ
ど
教
え
ら
れ
て
い
る

と
の
こ
と
で
、
退
職
後
も

第
二
の
人
生
を
謳
歌
な
さ

っ
て
い
る
様
子
が
お
話
か

ら
伺
え
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
頂
き
ま
し
た
。

　

一
中
高
体
操
部
の
話
や
、

男
子
校
時
代
の
お
話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。

　

同
窓
生
の
み
な
さ
ま
に

は
、
母
校
の
為
に
今
後
と

も
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
致
し
ま
す
。

（
広
報
委
員
）

　

東
京
で
の
感
染
者
数
が

二
け
た
で
横
ば
い
の
中
、

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
ま

す
。
世
界
を
み
る
と
、
感

染
増
加
と
い
う
状
況
に
あ

る
よ
う
で
す
。
同
窓
生
の

皆
さ
ま
に
は
、
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

振
り
返
る
と
、
卒
業
式

の
形
式
を
議
論
し
て
い
た

頃
が
呑
気
に
思
え
る
ほ
ど

に
、
２
月
か
ら
後
の
コ
ロ

ナ
禍
の
広
が
り
は
急
速
な

も
の
で
し
た
。

　

３
月
の
休
校
要
請
、
４

月
の
緊
急
事
態
宣
言
、
そ

れ
が
明
け
て
は
５
月
に
東

京
ア
ラ
ー
ト
と
、
一
か
月

ご
と
に
大
波
が
来
る
、
嵐

の
よ
う
な
日
々
で
し
た
。

し
か
も
、
そ
れ
は
ま
だ
終

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
間
、
法
政
中
高
も
生

徒
登
校
を
停
止
す
る
措
置
を

と
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
年

度
末
は
成
績
算
出
、
新
年
度

準
備
な
ど
、
動
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
が
山
積
で

す
。
そ
ん
な
中
で
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
徒
登
校
が
見

通
せ
な
い
中
、
単
な
る
休

校
で
な
く
、
何
と
か
教
育

活
動
を
行
い
た
い
と
、
中

高
教
員
組
織
が
踏
ん
張
り

を
み
せ
ま
し
た
。
オ
ン
ラ

イ
ン
上
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム

や
授
業
を
行
い
つ
つ
、
資

料
や
動
画
の
配
信
、
回
収

な
ど
も
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行

う
体
制
を
何
と
か
つ
く
り

あ
げ
て
、
新
入
生
も
含
め

て
、
生
徒
の
皆
さ
ん
や
保

護
者
の
皆
さ
ま
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
た
と
考
え
て

い
ま
す
。
個
人
で
は
調
達

し
に
く
か
っ
た
レ
ン
タ
ル

のW
i-fi

ル
ー
タ
ー
も
事
務

室
の
努
力
で
確
保
で
き
、

や
っ
と
の
思
い
で
は
あ
り

ま
す
が
、
何
と
か
歩
み
を

止
め
ず
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
で
世
界
の
感
染
状
況

は
楽
観
で
き
ず
、
特
効
薬
や

ワ
ク
チ
ン
開
発
も
ま
だ
先
の

こ
と
と
思
わ
れ
る
中
、
国
外

は
も
ち
ろ
ん
、
国
内
の
宿
泊

行
事
は
中
止
や
延
期
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
６
月
15
日
か

ら
登
校
再
開
と
し
、
検
温

器
の
設
置
、
消
毒
の
実
施
、

飛
沫
防
止
シ
ー
ト
を
つ
く

る
な
ど
感
染
対
策
を
と
る

中
、
生
徒
た
ち
が
学
校
に

戻
っ
て
来
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な

社
会
、
学
校
は
、
一
年
前
に

は
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
ま
た
、
周
囲
を
見
わ
た

す
と
、
こ
う
し
た
危
機
的
状

況
に
ど
ん
な
考
え
方
で
臨
む

の
か
、
世
界
各
国
の
指
導
的

な
人
び
と
も
、
あ
る
い
は
家

族
の
よ
う
な
す
ぐ
近
く
の
人

も
、
み
ん
な
が
非
常
に
大
き

な
振
幅
の
中
に
あ
り
、
時
に

は
深
刻
な
対
立
を
み
た
り
し

ま
す
。
我
が
家
も
例
外
で
は

な
く
、
神
経
質
に
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
自
分
と
、
そ
の
自

分
か
ら
み
る
と
、
少
々
呑
気

で
は
な
い
か
と
思
え
る
我
が

連
れ
合
い
と
。

　

今
は
、
互
い
の
依
拠
す
る

立
場
を
、
そ
し
て
考
え
方

を
尊
重
し
合
う
こ
と
で
乗

り
切
っ
た
つ
も
り
で
す
。
か

つ
てT

he Beatles

が
歌
っ

た
よ
う
に
「Life is very 

short,and there’
s no 

tim
e/F

or fussing and 
fighting,m

y friend

」。
し

か
し
、
人
を
愛
す
る
と
は
、

何
と
簡
単
で
、
何
と
む
ず
か

し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
同
窓
生
の
皆
さ
ま

に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
法

政
大
学
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
緊
急
対
策
奨
学
基
金

を
設
け
ま
し
た
。
ご
協
力
を

賜
れ
れ
ば
、
幸
い
で
す
。
大

学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
も
記

載
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
覧

下
さ
い
。

寄
付
先
を
各
校
指
定
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
集
ま

っ
た
ご
寄
付
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
オ

ン
ラ
イ
ン
の
取
り
組
み
の

費
用
、
ま
た
、
家
計
急
変

の
ご
家
庭
へ
の
奨
学
金
、

さ
ら
に
消
毒
そ
の
他
感
染

対
策
の
費
用
な
ど
に
充
て

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
、
ご
無
事
で
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
に
、
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
卒
業
生
を
母
校
に
迎
え
る
日
と
し
て
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
・
デ
ー
を
実
施
し
、
最
年
長
の
第
一高
等
学
校
第
六
期
（
昭
和

二
九
年
卒
業
）
土
橋
淳
宏
氏
・
小
鷹
俊
彦
氏
を
は
じ
め
、
古
い

世
代
か
ら
若
い
世
代
ま
で
、
本
校
卒
業
生
だ
け
で
も
二
九
名
の
参

加
が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
って
同
窓
生
と
し
て
の
親
交
を
深

め
ま
し
た
。
以
下
に
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

日　

時
：
２
０
１
９
年
11
月
30
日
（
土
）
13
時
30
分
～
15
時
30
分

場　

所
：
本
校
１
Ｆ
食
堂

目　

的
：
退
職
教
員
お
よ
び
卒
業
生
の
親
交
を
深
め
る

参
加
者
：
約
49
名

　

卒
業
生
29
名　

同
窓
会
役
員
11
名

　

退
職
教
員
１
名　

現
職
教
職
員
４
名

　

教
員
３
名　

職
員
５
名　

途
中
出
入
り
あ
り

　

退
職
教
員
：
若
橋
保
男
（
体
育
）

　

現
職
教
員
：
岡
校
長
・
松
浦
副
校
長
・
小
出
（
社
会
）

　

職　
　

員
：
仲
田
・
羽
原
・
山
田
・

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
同
窓
会
事
務
局
：
野
口
・
佐
々
木

第
一
部
：
懇
談
会　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

　

開
会
の
辞
、
高
村
同
窓
会
会
長
の
乾
杯
の
挨
拶
を
皮
切
り

に
ご
歓
談
、
来
賓
の
お
話
（
退
職
教
員
の
お
話
）、
卒
業
生
の

紹
介
・
各
期
代
表
の
方
の
挨
拶
お
よ
び
旧
法
政
一
中
高
時
代

の
看
板
を
バ
ッ
ク
に
記
念
撮
影
が
為
さ
れ
、
終
始
和
や
か
な

懇
親
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
潟
や
北
海
道
か
ら
も
ご

参
加
頂
き
、
学
生
運
動
只
中
で
の
学
生
生
活
の
お
話
や
、
服

装
自
由
化
が
現
役
中
に
あ
っ
た
お
話
な
ど
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

岡
本
同
窓
会
副
会
長
に
締
め
の
ご
挨
拶
を
頂
き
、
最
後
は

44
代
法
政
大
学
応
援
団
長
を
務
め
ら
れ
た
高
村
同
窓
会
長
の

指
揮
の
下
、
参
加
者
一
同
で
肩
を
組
み
校
歌
の
斉
唱
を
行
い

終
了
し
ま
し
た
。

第
22
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
・
デ
ー
を
終
え
て

実
行
委
員
長
　
小
出
　
伸 

ご　

挨　

拶

法
政
大
学
中
学
高
等
学
校　

校
長　

岡　

稔
彦

6



　

今
回
で
７
回
目
を
迎
え
た
「
法

政
高
校
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」

が
２
０
１
９
年
９
月
18
日
（
水
）

埼
玉
県
比
企
郡
の
「
鳩
山
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
」
で
、
28
名
が
参
加

し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
気
予
報
は
「
午
後
か

ら
雨
」
で
心
配
し
ま
し
た
が
、
プ

レ
ー
に
は
全
く
支
障
の
な
い
小
雨

が
ぱ
ら
つ
く
程
度
、
む
し
ろ
そ
の

雨
が
暑
さ
し
の
ぎ
と
な
り
、
思
う

存
分
プ
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
最
高
齢
は
86
歳
、
最

年
少
は
28
歳
、
ま
さ
に
「
す
べ
て

の
世
代
が
集
い
繋
が
る
同
窓
会
コ

ン
ペ
」
と
な
り
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
親
交
を
深
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　

優
勝
は
38
期
の
影
山
幸
一郎
さ
ん

で
、
グ
ロ
ス
90
、
ネ
ッ
ト
72
の
成
績

で
見
事
２
回
目
の
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　

プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
及
び
懇
親

会
で
は
幹
事
さ
ん
の
運
営
よ
ろ
し

き
を
得
て
、
お
互
い
の
健
闘
を
讃

え
あ
い
、
和
気
藹
々
と
賑
や
か
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
大
会
の
幹
事
を
努
め
て
く
だ

さ
っ
た
前
回
優
勝
の
39
期
八
重
倉

和
昭
さ
ん
、
前
回
準
優
勝
の
37
期

岡
野
憲
優
さ
ん
、
毎
回
運
営
に
ご

尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
８
期
の
赤
沼

啓
二
郎
さ
ん
、
そ
し
て
事
務
局
の

皆
様
に
、
参
加
者
全
員
が
感
謝
の

気
持
ち
を
お
伝
え
し
大
会
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
次
回
８
回
大
会
は

２
０
２
０
年
９
月
16
日
（
水
）
に

今
回
と
同
じ
「
鳩
山
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
」
で
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
し
た
。
幹
事
さ
ん
は
鋭
意
準
備

を
進
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

終
息
が
見
え
な
い
中
、
参
加
者
の

　

法
政
一
高
18
期
会
（
昭
和
41
年

３
月
卒
業
の
同
窓
会
）
は
４
組
の

名
幹
事
役
、
川
島
浩
二
君
の
ご
尽

力
で
２
０
１
９
年
４
月
18
日（
日
）

に
新
宿
の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ク
ル
ー

ズ
・
ク
ル
ー
ズ
」
に
お
い
て
、
初

参
加
者
７
名
が
加
わ
り
、
60
名
で

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
お
祝
い
事
が
二
つ
あ
り

ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
法
政
大
学
応
援
団
第

44
代
団
長
を
務
め
た
１
組
の
髙
村

嘉
昭
君
が
法
政
高
校
同
窓
会
の
会

長
に
就
任
し
た
こ
と
で
す
。
ご
本

人
は
残
念
な
が
ら
外
せ
な
い
会
合

と
か
ち
合
い
欠
席
と
な
り
ま
し
た

が
、
同
期
の
会
長
就
任
を
祝
い
、

こ
れ
か
ら
皆
で
一
致
協
力
し
て
応

援
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
合
い

ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
は
、
一
番
遠
方
の
富

山
県
か
ら
は
る
ば
る
参
加
し
た
、

１
組
の
大
西
正
隆
君
が
富
山
県
南

砺
波
市
市
議
会
議
長
を
務
め
あ

げ
、
め
で
た
く
「
旭
日
双
光
章
」

を
受
賞
し
た
こ
と
で
す
。　

　

会
場
の
一
同
は
、
ま
さ
か
！

あ
の
高
村
や
大
西
が
、
と
の
思

い
を
浮
か
べ
た
の
は
誰
し
も
認

め
る
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
を
打

ち
消
す
か
の
よ
う
な
大
西
君
の

軽
妙
な
挨
拶
に
皆
納
得
し
て
拍

手
喝
采
で
し
た
。

　

会
は
お
め
で
た
が
加
わ
り
、
美

味
し
い
お
料
理
に
豊
富
な
お
酒
、

お
互
い
に
近
況
を
語
り
あ
い
、
高

校
時
代
の
思
い
出
話
に
花
が
咲
き

ま
し
た
。

　

み
ん
な
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
大
好
き
人

間
の
集
ま
り
。
最
後
は
校
歌
で

す
。
日
本
大
学
応
援
団
団
長
を
務

め
た
Ⅰ
組
の
大
橋
敬
三
君
の
リ
ー

ド
で
肩
を
組
み
輪
に
な
り
校
歌
を

熱
唱
し
た
時
は
、
母
校
へ
の
懐
か

し
い
思
い
と
、
母
校
へ
の
誇
り
を

全
身
で
感
じ
て
い
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
別
れ
を
惜
し
み

つ
つ
次
回
の
再
会
を
約
束
し
て
散

安
全
と
健
康
を
第
一
に
考
え
、
誠

に
残
念
で
す
が
延
期
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
更

な
る
結
束
を
図
る
折
角
の
機
会
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
了
承
い
た

だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

今
後
の
開
催
に
つ
き
ま
し
て
は

事
態
の
推
移
を
見
守
り
な
が
ら
検

討
し
て
参
り
ま
す
。
開
催
日
が
決

ま
り
ま
し
た
ら
改
め
て
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
の
で
、
そ
の
折
に
は
是

非
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

く
れ
ぐ
れ
も
お
身
体
に
お
気
を

つ
け
て
、
健
や
か
に
お
過
ご
し

に
な
ら
れ
ま
す
よ
う
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

（
事
業
委
員
会　

岡
本
眞
司
）

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
18
期
会
は
４
月
19
日

（
日
）
に
予
定
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
で
延
期
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
誠
に

残
念
で
す
が
次
回
の
開
催
を
楽
し

み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
会
が
続
く
の
は
何
と
い
っ

て
も
準
備
、
手
配
等
を
一
手
に
引

き
受
け
て
く
れ
て
い
る
川
島
君
の

お
陰
で
す
。
18
期
会
一
同
、
川
島

君
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。

　

皆
に
成
り
代
わ
り
ま
し
て
心
か

ら
熱
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

川
島
君
あ
り
が
と
う
。

（
18
期
会
４
組　

岡
本
眞
司
）

　

本
年
１
月
14
日
、
本
校
野
球

部
出
身
の
田
淵
幸
一
氏
（
昭
和

40
年
卒
）
の
野
球
殿
堂
入
り
が

発
表
さ
れ
た
。

　

そ
の
日
、
野
球
博
物
館
で
伝

達
式
が
、
ド
ー
ム
ホ
テ
ル
で
祝

賀
会
が
行
わ
れ
、
表
彰
式
は
本

年
７
月
19
日
福
岡
ペ
イ
ペ
イ
球

場
で
行
わ
れ
る
プ
ロ
野
球
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ゲ
ー
ム
第
一
戦
の
試

合
開
始
前
に
行
わ
れ
る
。

注『コ
ロ
ナ
の
影
響
で
オ
ー
ル
ス
タ

ー
ゲ
ー
ム
が
中
止
、
表
彰
式
は
延

期
と
な
り
本
年
８
月
中
旬
に
行
わ

れ
る
予
定
と
の
事
だ
が
未
だ
正
式

に
決
ま
っ
て
い
な
い
。』

　

伝
達
式
の
ス
ピ
ー
チ
で
田
淵

氏
は
法
政
一
高
野
球
部
に
入
部

し
て
本
当
に
良
か
っ
た
、
自
分

が
現
在
あ
る
の
は
其
の
お
か
げ

だ
と
感
謝
し
て
い
る
。

　

昭
和
37
年
法
政
一
高
野
球
部

に
入
部
し
野
球
人
生
の
恩
師
で

あ
る
松
永
怜
一
氏
（
平
成
19
年

野
球
殿
堂
入
り
）
と
出
会
い
外

野
手
と
し
て
入
部
し
た
田
淵
氏

は
キ
ャ
ッ
チ
ン
グ
の
器
用
さ
を

認
め
ら
れ
捕
手
に
コ
ン
バ
ー
ト

さ
れ
厳
し
く
育
て
ら
れ
た
。

　

彼
の
野
球
人
生
の
節
目
に
必

ず
法
政
と
の
縁
が
有
り
、
昭
和

40
年
に
田
淵
氏
が
法
政
大
学
野

球
部
に
入
部
す
る
と
松
永
氏
が

野
球
部
の
監
督
に
就
任
し
た
。

　

そ
の
後
一
年
生
の
秋
の
シ
ー

ズ
ン
か
ら
正
捕
手
と
し
て
活
躍

し
、
長
嶋
茂
雄
氏
が
作
っ
た
当

時
の
東
京
六
大
学
野
球
最
多
ホ

ー
ム
ラ
ン
記
録
８
本
を
破
り
、

22
本
と
い
う
最
多
記
録
を
作

り
、
プ
ロ
野
球
界
に
進
ん
だ
。

　

昭
和
44
年
、
ド
ラ
フ
ト
一
位

指
名
で
阪
神
に
入
団
し
た
時
の

監
督
は
、
法
政
大
学
出
身
の
後

藤
次
男
氏
（
昭
和
23
年
卒
）
で

あ
る
。

　

阪
神
で
新
人
王
と
な
り
、
昭

和
50
年
に
は
王
貞
治
氏
の
14
年

連
続
本
塁
打
王
を
阻
止
し
本
塁

打
王
に
輝
い
た
。

　

そ
の
後
、
西
武
に
移
籍
し
た

時
の
監
督
も
法
政
大
学
出
身
の

根
本
陸
夫
氏
（
昭
和
26
年
卒
）

で
あ
り
法
政
の
縁
が
続
い
た
。

　

西
武
で
は
、
昭
和
57
年
・
58

年
と
リ
ー
グ
優
勝
・
日
本
一
に

輝
き
、
昭
和
58
年
に
は
日
本
一

に
貢
献
し
た
と
し
て
正
力
松
太

郎
賞
を
受
賞
し
た
。

　

引
退
後
は
、
ダ
イ
エ
ー
の
監

督
・
阪
神
、
楽
天
の
コ
ー
チ
を

歴
任
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
の

コ
ー
チ
を
務
め
た
。

　

こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
後
輩
を

持
っ
た
私
は
鼻
高
々
で
あ
る
。

令
和
２
年
３
月
31
日

昭
和
39
年
卒　

野
球
部
出
身　
　

　
　
　
　
　
　
　

小
林
國
甫

　

第
７
回
同
窓
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告

　

及
び
第
８
回
大
会
、
開
催
延
期
の
ご
案
内

「
18
期
会
」
賑
や
か
に
開
催

だより

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の

 

通
信
報
告 

田
淵
幸
一

田
淵
幸
一氏氏  

野
球
殿
堂
入
り

野
球
殿
堂
入
り
す
る
す
る

田
淵
幸
一

田
淵
幸
一氏氏  

野
球
殿
堂
入
り

野
球
殿
堂
入
り
す
る
す
る

田
淵
幸
一

田
淵
幸
一氏氏  

野
球
殿
堂
入
り

野
球
殿
堂
入
り
す
る
す
る

7



２
０
１
９
年
度 

報
奨
制
度
表
彰
生
徒　

 　
　

　

 　
　
　

 　

 

（
卒
業
式
表
彰
者
）

◆
退　

職 

（
２
０
２
０
年
３
月
）

　

宇
津
木 

政
行

（
専
任
教
諭
・
英
語
科
）

◆
採　

用 

（
２
０
２
０
年
４
月
）

　

鈴
木 

健
祐（専

任
教
諭
・
英
語
科
）

職
員
の
異
動
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
成
績
優
秀
者
奨
学
金　
　

該
当
者
な
し

＊
学
年
優
等
賞  　

　

６−

６　

澤
木 

香
璃

＊
認
定
海
外
留
学
奨
励
金

　

６−

６　

大
和
田 

弥
音
（
２
０
１
８
年
度
）

　

６−

４　

田
熊 

優
衣　

 
 （

２
０
１
９
年
度
）

＊
東
京
都
高
等
学
校
体
育
優
良
賞

　

６−

３　

石
井 

万
優
子　

（
チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
部
）

　

６−

１　

米
元 

康
人　

  

（
硬
式
野
球
部
）

　

同
総
会
費
の
収
入
は
、
皆
様
方
の

ご
協
力
に
よ
り
年
々
増
加
し
て
お
り

ま
す
が
、
一
方
、
支
出
の
方
も
学
校

協
力
費（
生
徒
部
活
動
支
援
等
）、
同

窓
会
会
報
費
な
ど
増
え
て
お
り
ま

す
。
収
支
バ
ラ
ン
ス
に
は
気
を
つ
け

て
い
る
つ
も
り
で
す
が
、
財
務
状
況

は
な
か
な
か
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
繰

越
金
が
年
々
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

収
入
元
は
同
窓
会
年
会
費
と
新
卒

業
生
の
入
会
金
だ
け
で
す
。
今
年
度

は
会
費
納
入
に
関
係
な
く
、
同
窓
会

会
報
は
同
窓
生
に（
一
万
二
千
余
）を

発
送
致
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
状
況
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
今
年
度
も
、
同
窓

会
年
会
費（
三
千
円
）の
お
振
込
み
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
振
込
用
紙

は
会
報
に
同
封
い
た
し
ま
し
た
。

（
財
務
委
員
長　

吉
岡 

郁
典
）

同
窓
会 

年
会
費（
年 

三
千
円
）

納
入
の
お
願
い

日
時
：
令
和
元
年
６
月
29
日
（
土
）
14
：
30
～
15
：
30

会
場
：
法
政
大
学
中
学
高
等
学
校 

食
堂
１
階

　

高
村
嘉
昭
同
窓
会
会
長
（
高
18
期
）・
岡
稔
彦
同
窓
会
名
誉
会
長
（
校
長
）
の

挨
拶
後
、
左
記
の
議
題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

 

議　

長
：
澤
田　

安
弘
様
（
高
10
期
）
組
織
拡
充
委
員
長　
　

副
議
長
：
田
中
五
十
六
様
（
高
16
期
）
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
O
B

【
議
題
】

１
、
平
成
30
年
度
事
業
報
告　
　
　
　

事
業
担
当
副
会
長　

岡
本
眞
司
（
高
18
期
）

２
、
平
成
30
年
度
収
支
決
算
報
告　
　

財
務
委
員
長　
　
　

吉
岡
郁
典
（
高
32
期
）

３
、
平
成
30
年
度
会
計
監
査
報
告　
　

会
計
監
査　
　
　
　

今
泉
直
樹
（
高
19
期
）

４
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画(

案)　

 

事
業
担
当
副
会
長　

岡
本
眞
司
（
高
18
期
）

５
、
令
和
元
年
度
収
支
予
算(

案)　

 

財
務
委
員
長　
　
　

吉
岡
郁
典
（
高
32
期
）

６
、
役
員
選
任　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
長　
　
　
　
　
　

高
村
嘉
昭
（
高
18
期
）

７
、
そ
の
他(

質
疑
応
答)　
　
　
　

 

組
織
拡
充
委
員
長　

澤
田
安
弘
（
高
10
期
）

以
上
の
議
題
は
意
義
無
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
ご
意
見
・
ご
提
案
・
ご
質
問
】

・
今
年
度
の
委
員
総
会
出
席
者
は
36
名
と
例
年
に
比
べ
少
な
か
っ
た
。
今
後
の

対
策
と
し
て
案
内
状
を
前
も
っ
て
出
す
よ
う
に
し
、
ク
ラ
ブ
委
員
を
活
用
す

る
提
案
が
あ
っ
た
。

　
ク
ラ
ブ
委
員
の
Ｏ
Ｂ
会
長
に
連
絡
を
し
同
窓
会
の
新
年
会
や
総
会
に
参
加
し

て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い
を
し
て
い
く
。
そ
の
為
に
も
同
窓
会
と
し
て
積
極

的
に
ク
ラ
ブ
応
援
に
行
き
絆
を
深
め
行
く
よ
う
に
す
る
。
又
、
会
費
を
払
っ

て
頂
い
て
い
る
方
に
は
案
内
連
絡
を
し
て
い
く
、
事
務
局
に
あ
る
リ
ス
ト
を

整
理
し
て
い
き
連
絡
を
行
っ
て
い
く
。

・
学
校
主
催
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
も
人
が
集
ま
ら
な
い
、
予
算
も
削
ら
れ
て
お

り
同
窓
会
と
し
て
も
メ
リ
ッ
ト
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
や
れ
る
こ
と
を
地

味
に
や
り
続
け
危
機
意
識
を
共
有
し
て
い
く
。
手
伝
っ
て
頂
け
る
人
が
い
れ

ば
お
願
い
し
て
、
来
年
度
の
総
会
は
参
加
者
を
増
や
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

・
ク
ラ
ブ
委
員
の
位
置
づ
け
や
役
割
等
に
関
す
る
検
討
課
題
と
し
て
①
会
報
に

ク
ラ
ブ
委
員
の
紹
介　

②
ク
ラ
ブ
委
員
の
位
置
づ
け　
③
ク
ラ
ブ
委
員
の
会

合
を
行
う
べ
き　

④
同
窓
会
役
員
の
中
か
ら
ク
ラ
ブ
委
員
と
ク
ラ
ス
委
員
の
担
当

を
置
い
て
は
ど
う
か
。

【
懇
親
会
】
法
政
大
学
中
学
高
等
学
校　

食
堂
１
階
（
16
：
00
～
17
：
00
）

　

今
泉
直
樹
会
計
監
査
役
（
高
19
期)
の
乾
杯
ご
発
声
を
経
て
、
ク
ラ
ス
委
員
・

ク
ラ
ブ
委
員
の
方
々
か
ら
近
況
報
告
、
同
窓
会
役
員
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

法
政
大
学
関
連
応
援
曲
演
奏
を
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
O
B
会　

吉
田
淳
一
会
長
と
有

志
の
皆
様
が
迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
し
て
い
た
だ
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
最
後

は
高
村
嘉
昭
同
窓
会
会
長
の
エ
ー
ル
に
て
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
校
歌
を
唱
歌
し
、
有

意
義
な
時
間
を
締
め
括
り
ま
し
た
。　

 

（
財
務
委
員
長　

吉
岡 

郁
典　

高
32
期
）

　

令
和
元
年
度　

法
政
大
学
高
等
学
校
同
窓
会

ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
委
員
総
会
・
懇
親
会

福澤 拓也

土屋 智伽江

八谷 宙周

荒木 美晴

飯塚 大智

内田 薫

余語 哲匡

沼山 華のん

横山 文施

石坂 美久

草野 健太

中村 唯名

1 組 2 組 3 組 4 組 5 組 6 組

  

２
０
１
９

２
０
１
９
年
度
年
度  

法
政
大
学
高
等
学
校

法
政
大
学
高
等
学
校  

卒
業
式

卒
業
式　　
令
和
２
年

令
和
２
年
33
月月
７７
日（
土
）

日（
土
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
予
防
対
策
に
よ
り
、

卒
業
生
（
２
３
７
名
）、
保

護
者
、
先
生
の
み
の
参
加
で

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

岡
校
長
の
式
辞
に
始
ま

り
、
卒
業
生
代
表　

石
川

七
美
さ
ん
の
答
辞
と
感
謝

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
卒
業
式

を
挙
行
で
き
た
事
を
本
当

に
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。　
　
　
　
（
広
報
）

2020 年度2020 年度

新卒クラス委員紹介新卒クラス委員紹介
（（高72 期高72 期））

コロナ禍の中、例年行われていた「新卒クラス
委員説明会」も中止となってしまいました。

新クラス委員の皆さんを迎え

クラス委員としての気持ちや役割等お話を聞く
ことが出来ずに残念でしたが、次の機会に
皆様とお話しすることを楽しみにしています。
進学先もそれぞれの道があると思いますが、
法政高校同窓会へのご協力をよろしく
お願いいたします。（広報）
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